
～平成28年度交通関係環境保全優良事業者大臣表彰～

近鉄グループホールディングス株式会社（大阪府大阪市）

（取組みの概要）

■環境に配慮した鉄道ターミナルの整備による地域活性化
・大阪阿部野橋駅では駅ｺﾝｺｰｽ・ﾎｰﾑの全照明をLED化、冷凍機
の更新、空調インバータ化等の省エネ設備の導入を実施。

・あべのハルカスでは、自然の風や光を利用する吹き抜け
で省エネを実現するとともに、バイオガス発電を実施。

■先進的でわかりやすい環境情報開示とCO2削減活動
・世界企業のCO2削減に関する戦略や行動を公表する「CDP」
(旧カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト）に
おいて、回答した鉄道会社では気候変動リスク等の
理解度・気候変動対策の有効性で上位の成績。

■沿線地域での省CO2等の取組み
・伊勢志摩サミットでのカーボンオフセットに協力等。

環境に配慮した鉄道ターミナルの整備による地域活性化を進めるともに、先進的でわかりや
すい環境情報の開示や､沿線地域での二酸化炭素の排出削減に努めるなど、環境保全に関す
る活動に積極的に取り組んでいる。



～平成28年度交通関係環境保全優良事業者大臣表彰～

薩摩川内市（鹿児島県薩摩川内市）

（取組みの概要）

■次世代エネルギーを活用したまちづくりの導入
・平成26年4月に川内港と川内駅を結ぶ路線に全国初の
大型電気バスを導入。

・甑島のエコアイランド化に向けた取組みを行い、電気
自動車（3台）と超小型モビリティ（20台）を一斉導入。

・充電インフラ整備を積極的に取組み、平成26年度に市が
先導的に急速充電器（8基）を公共施設に設置。

・公用車では、平成24年度に県内自治体で初めてプラグイン
ハイブリット車を導入して以降、これまで計3台導入、
平成26年度に電気自動車（10台）を一斉導入。

・小水力発電（らせん水車）で発電した電気を電気自動車
に活用する地域モデル事業を実施中。

次世代エネルギーを活用した「エネルギーのまち」づくりの推進に向けて大型電気バスをは
じめ低公害車導入・普及を促進するとともに充電インフラ整備を図るなど環境保全に関する
活動に積極的に取り組んでいる。


